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師
走
を
迎
え
、「
心
を
磨
き
光
り
輝
け
！
地
域
を
照
ら
し
未

来
へ
と
繋
ご
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
二
〇
一六
年
度
の
事
業
も
、
い
よ
い
よ
家
族
例
会
と
卒
業
式
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
大
き
な
対
外
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
七
月
の
北
見
ぼ

ん
ち
ま
つ
り
、
八
月
の
青
少
年
育
成
事
業
、
九
月
の
中
村
元
氏
、

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
氏
を
招
い
た
対
外
講
演
会
、
十
月
の
第
八
回

北
見
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
続
き
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
新
し
い
試
み
や
出
来
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
六
月
、Ｊ
Ｃ
Ｉ
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
き
た
み
学
生
連
合

の
活
動
」
が
人
材
育
成
部
門
の
上
位
三
事
業
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
八
月
、日
本
Ｊ
Ｃ
の
委
員
長
三
名
が
来
北
し
、

委
員
会
な
ら
び
に
市
民
対
象
の
二
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
十
月
に
は
宮
古
青
年
会
議
所
の
五
十
五
周
年
に
多
く
の
先

輩
、
現
役
メ
ン
バ
ー
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
Ｊ
Ｃ

Ｉ
公
認
セ
ミ
ナ
ー
の
「
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」「
ア
ド
ミ
ン
」「
ア
チ
ー
ブ
」

「
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
ト
レ
ー
ナ
ー
資
格
受
講
に
必
要
な
四
セ
ミ

ナ
ー
を
二
日
間
で
開
催
し
、
会
員
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

地
区
大
会
誘
致
活
動
で
は
、
メ
ン
バ
ー一
丸
と
な
っ
て
真
剣
に
向

き
合
っ
て
得
た
多
く
の
経
験
と
情
熱
を
次
年
度
へ
引
き
継
が
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
多
い
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
月
の
熊
本

地
震
で
は
、
四
回
に
わ
た
る
募
金
活
動
を
行
い
多
額
の
支
援
金

を
被
災
地
へ
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
八
月
の
北
海
道
を
襲
っ

た
台
風
被
害
に
対
し
て
は
、
清
水
町
へ
数
度
の
人
的
復
興
支
援
、

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
自
然
災
害
の
増
加

に
対
し
て
北
見
市
と
連
携
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
、
今
月
十

六
日
に
は
北
見
市
と
防
災
協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
様
に一
年
を
通
し
て
様
々
な
運
動
に
邁
進
で
き
ま
し
た
の

も
、
先
輩
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
陰
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
六
十
五
周
年
を
迎
え
る
二
〇
一

七
年
度
の
運
動
に
対
し
ま
し
て
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
輩
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一年
間
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

第
五
十
九
代
理
事
長

村
井 

一
介

2017年度　委員会のごあいさつ

委員長連絡会議
議長

多田健太郎

　本年度、委員長連絡会議では、LOM一体となった運動のための連絡・調整機関として活動して参りました。特

に本年は北海道地区大会誘致のため、現地調査や地区事業への動員など、LOM全体で取組むべき事柄が多

い一年でしたが、会議体メンバーには十分にリーダーシップを発揮しLOMをけん引して頂きました。また、会議体

のもう一つの大きな役割として、十月第三例会は地域の若者を集めた異業種交流会を開催するなど、会員拡大

にも精力的に取組みました。先輩の皆様には、地区大会誘致と会員拡大への支援を含め、本年度も私たち現役

メンバーの運動を支えてくださったことに対し心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

出向者連絡会議
議長
佐藤　尊人

　本年度、出向者連絡会議体の議長を仰せつかり多くの出向者メンバーと共にLOMへ出向先の活動を伝えて
参りました。日本JCへ出向したメンバーが配属した委員会の全体会議を北見にて開催されたこと、北海道地区協
議会の活動に様 な々手法で参加推進させて頂きました。出向先でどのような活動をしているのか？LOMメンバー
にフィードバックすることが一番の担いであると考えるこの会議体の運営に苦労しましたが、一年間無事に締めくく
ることができたのも多くの出向者メンバーの力添えがあってこそ全うできました。また、出向者連絡会議体が担当す
る例会を持たせて頂き、九月第二例会 「夢 with you 可能性を秘めた未来へ」を開催させて頂きました。北見JC
主催の講演会として、中村元氏とアントニオ猪木氏を講師としてお招きし、地域住民へ何事にも諦めない勇気と
挑戦する元気を与えることができたと考えます。これも偏に多くの先輩諸氏のご協力の賜物として心より感謝申し
上げます。
　最後になりますが、今年度卒業年度としてLOMメンバー皆様から頂いた友情と、多くのご指導・ご鞭撻いただ
いた先輩諸氏の皆様に重ねて感謝申し上げます。一年間ありがとうございました。

総務広報委員会
委員長
石山　博行

　本年度、総務広報委員会を担わせて頂きました。新年交礼会をはじめとてしてOB例会や様 な々広報事業に

取り組ませて頂いています。「若いちから」発行にあたり、先輩諸氏の皆様にはアンケート調査にご協力頂き、また

例会や広報活動にご協力頂きましたことをこの場を借りて御礼申し上げます。

　皆様にはご迷惑をおかけしながらも委員会運営の難しさや、委員長を受けて初めて知ることもあり多くのことを

学ばせて頂きました。また、OB例会においては、多くの先輩諸氏にご参加頂きましたこと重ねて御礼申し上げます。

ご参会頂いた先輩諸氏の皆様からの嬉しい感想や報告を戴き委員会メンバー一同で達成感を共有させていた

だきました。

最後に皆さまのご協力のもと事業を遂行できていることに改めて感謝申し上げます。一年間ありがとうございました。
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2017年度　委員会のごあいさつ

アカデミー委員会
委員長

山本　英和

　歴史と伝統が色濃く伝わるアカデミー委員長として活動させて頂き、もうすぐ一年が経とうとしています。川合副
委員長、吉岡副委員長に支えられながら、アカデミーメンバーにはＪＣを好きになってもらいたい、ＪＣの尊さを伝えた
いと思い、背中を見せるため大きく背伸びをし、がむしゃらに歩んできました。しかし、アカデミーメンバーの純粋な心
やひたむきな姿勢に触れ、私自身が最も成長させていただく一年となりました。
　このような貴重な経験、大切な仲間を得る機会を与えて頂きました村井理事長を始めとする全メンバー、そして、
本年までアカデミー委員会制度を紡いで来られました先輩諸氏に心から感謝申し上げるとともに、微力ながら私自
身もその歴史の一人に加わることが出来たことを幸せに思います。私、そして、アカデミーメンバーを今後ともお支
え頂きますようお願い申し上げます。
　一年間お世話になりました。

青少年育成委員会
委員長
金山　隼人

　本年度、青少年育成委員会委員長として一年間活動させていただきました。

　四月例会では、高校生を対象とし、地域の担い手として、コミュニケーション能力を高め、能動的に行動する青

少年を育成することを目的として開催させていただきました。八月例会では、小学生を対象とし、北見市内4自治区

を回る北見市の魅力体験バスツアーを開催し、笑顔溢れる例会となりました。また、五年目を迎えたオホーツクきた

み学生連合は、自ら自信を持って行動することで地域の未来を担う人財へと成長することができました。

　見守っていただいた先輩の皆様と支えて頂いたLOMメンバーそして最後まで私の想いに付き合ってくれた委

員会メンバーに心から感謝いたします。ありがとうございました。

地域振興委員会
委員長
村川　　証

　本年度、主に北見ぼんちまつりを担当とする委員会の委員長を務めさせて頂きました。一年を通して地域の魅

力をさらに高めるために、二月例会では、北見市内各祭り実行委員会メンバーの皆様と、地域の魅力をさらに高

めるための活発な意見を共有し、それぞれのまつりが今後さらに盛り上がるための一助としました。そして、伝統あ

る地域最大のまつり「第六十三回北見ぼんちまつり」に参加参画し、地域住民に故（ふる）き良き時代の魅力を改

めて認識して頂きました。そして、多くの来場者の笑顔を育み、良き思い出として心に刻むことで感動を分かち合い

愛郷心の高揚へ繋げることができました。委員会メンバーを支えて頂きました先輩諸氏、LOMメンバーの皆様に

は心より感謝申し上げます。

地域協働委員会
委員長
森　　大悟

　本年度、地域協働委員会は「和衷協働 ～地域の未来のために～」をテーマに掲げ、地域の未来を輝かせる

多くのActive Citizenを育成するために活動させて頂きました。

地域住民の皆様と共に、自分たちの住む地域の未来への想い、そして、多くの方 に々北見の魅力を感じ楽しんで

頂きたいという想いを込めて第八回北見ハーフマラソン大会をつくりあげ、当日は多くのランナーの皆様、来場者の

皆様をお迎えし、盛大に大会を開催することができました。

　多くのご支援、ご協力を頂いた先輩諸氏の皆様、強いつながりで大きな力を与えて頂いたLOMメンバーの皆

様に心より感謝申し上げます。一年間ありがとうございました。

会員研修委員会
委員長
山中　大輔

　本年度、初めての委員長として、会員研修委員会を運営させて頂きました。経験が少ない中戸惑いもありました

が、リーダーとして必要な精神、知識、技能を身につけ、地域を牽引していく人財となるため三回の例会を通じスキ

ル向上を図らせて頂きました。

また、JCIセミナーの北見開催において多くのメンバーに受講して頂くことで、またひとつ成長につなげる機会となり

ました。質の高い青年会議所運動を行う組織となるため心と行動を兼ね備えたJAYCEEに成長させる、そのよう

な大切な研修の委員会を担当させていただけたことに先輩の皆様、そしてLOMメンバーに心から感謝を申し上

げます。

2016年度　委員会あいさつ６月例会 家族例会 ７月第１例会 OB例会

７月第２例会 北見ぼんちまつり 温故知新～ふるさとの魅力発信 そして感動～

気持ちはひとつ 伝わるJC愛

８月例会

９月第１例会 ９月第２例会

１０月第１例会 北見ハーフマラソン大会 １０月第２例会

１０月第３例会 次年度事業研究会 １１月例会

飛躍しよう！青年経済人として

想いをかたちに～協働の和を地域の力～

共有！～力強い運動のために～

知ろう！学ぼう！～私たちの住む北見市の魅力～

未来に向けて心ひとつに！～ALL北見JC～

夢with you～可能性を秘めた未来へ～

ともに創ろうまちの未来！～地域を担う青年異業種交流会～

地域の魅力をさらに高め未来へと繋ごう！

アカデミー委員会 総務広報委員会

地域振興委員会 青少年育成委員会

会員研修委員会 出向者連絡会議

次年度四役 地域振興委員会

地域協働委員会 委員長連絡会議


